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に 3 - 6 H z の 徐波が中等度混入 して い た. 最終的

には遺伝子診断 (於当院神経内科) にて こ の疾患

の 病因遺伝子と されて い る E IF 2 B 5 g e n e に新規

の m u t ati o n を認め
,
診断確定された.

【考察】 Ⅳ M は主 に小児 に発症する疾患 で ,

現在まで に 3 5 家系 4 1 症例が報告 されて い る が,

うち成人発症例は 1 例 しか報告 がない . 慢性的な

経過 をた どり, 小 兜例 の 主症状 と して A t a x i a ,

S p a sti city , E p il e p sy , 成人例 で は D e m e n ti a が報

告されて い る. 画像上自質脳症を呈 し, 進行例ほ

ど病変部 に髄液 と同 じi n t e n sity を示す部分が増

加する. ま た症例 の 多く で特定の遺伝子に変異を

諾め る.
こ の症例 は周囲の刺激に対 して 易怒的ま

た は無関心な態度をとり,
万引き常習などの 異常

行動を認め る など臨床上極 めて P i c k 病に類似 し

て い る点 が多 い . し か し発症 か ら 1 5 年以上経過

して い る割に比較的人格は保 たれ
,
Pi c k 病特有の

常同行為や言語症状は認めずさらに画像及び脳波

所見にお い て も全く異 なる所見を呈 してい た .
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今回我々 は, 夫の 暴言 ,
暴力や病気の 息子の 世

話をき っ か けに, 腹部膨満感, 便秘と い っ た身体

化症状が 出現 し
,
さらにその症状を過度に気にす

るよう になり
,
続 い て大うつ 病性障害も合併 し た

症例を経験 した. 入院治療により フ ル ボキ サミ ン

投与を開始 したと ころ , 抑う つ 気分 の軽快をみ た

が
, 身体化症状およびその 出現 に対する不安が強

く残存 した . そ の た め身体化症状とその 不安感の

治療目的に フ ル ボキサミ ンか らバ ロ キセ チ ン に薬

剤置換 し たと こ ろ, 徐 々 に身体化症状 は軽減 し,

ほ ぼ寛解状態に至 っ た . 今回の 症例 で は ,
フ ル ボ

キサ ミ ンより同じ S S RI で ある バ ロ キ セ チ ンの 方

が身体表現性障害 に対 して 有効であ っ た . 現在 ,

身体表現性障害に対する
一

定の薬物治療 は確立さ

れて お らず, 抑うつ 気分, 不安を伴っ た身体化障

害に対 して 抗う つ 薬, 抗不安薬が使われる こ とが

多い . そ こ で症例報告 し, 加えて 身体表現性障害

の治療法に つ い て の 考察をする .


